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石垣 大志　議員

中
東
情
勢
の
影
響
に
伴
い
、

町
内
事
業
者
よ
り
塗
装
資
材
や
土

木
建
築
関
連
の
様
々
な
資
材
が
価

格
高
騰
や
供
給
不
足
、
生
産
の
休

止
、
受
注
停
止
、
納
期
遅
延
な
ど

の
声
が
あ
る
。
町
内
事
業
者
へ
の

事
業
継
続
支
援
策
の
検
討
は
。

ご
指
摘
の
課
題
に
つ
い

て
は
国
の
課
題
と
認
識
を
し
て
い

る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
県
と
県
内

自
治
体
と
連
携
し
現
状
を
国
に
強

く
訴
え
、
実
効
性
の
あ
る
支
援
策

を
求
め
て
い
き
た
い
。

昨
今
の
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

に
伴
い
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
実
質

的
封
鎖
に
よ
り
原
油
価
格
は
世
界

的
に
急
騰
し
て
い
る
。
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
調
達
環
境
は
、
大
き
く
変

動
を
し
て
い
る
。

　
特
に
2
0
2
6
年
４
月
に
４
万

5
0
0
0
円
、
前
月
比
で
40
％
の

上
昇
と
過
去
前
例
な
い
急
騰
と
な

り
、
さ
ら
に
５
月
以
降
も
さ
ら
な

る
価
格
上
昇
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
と
い
う
通
知
が
町
内
事

業
者
へ
届
い
て
い
る
。

　
前
月
比
40
％
の
上
昇
と
い
う
、

非
常
に
驚
愕
す
る
内
容
だ
が
、
事

業
者
の
声
と
し
て
は
積
算
時
の
物

価
と
工
事
開
始
時
の
物
価
の
価
格

変
動
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
か
ら
、

そ
こ
の
価
格
転
嫁
が
今
求
め
ら
れ

て
い
る
。
見
解
を
。近

年
の
建
設

価
格
の
上
昇
や
、
労
務
価
格
の
上

昇
に
伴
い
工
事
費
全
体
が
上
昇
し

て
い
る
こ
と
は
、
町
と
し
て
も
認

識
し
て
い
る
。
現
在
、
積
算
に
つ

い
て
、
毎
月
最
新
の
単
価
を
使
用

し
て
適
切
に
積
算
の
ほ
う
を
行
っ

て
い
る
。

国
交
省
が
、
中
東
情
勢
に
よ

る
ナ
フ
サ
由
来
資
材
の
高
騰
で
供

給
不
安
を
受
け
、
従
来
の
単
品
ス

ラ
イ
ド
条
項
だ
け
で
は
な
く
設
計

変
更
に
よ
る
追
加
費
用
の
反
映
を

認
め
る
新
た
な
運
用
を
開
始
し
、

地
方
自
治
体
に
も
参
考
通
知
を
出

し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の

国
交
省
の
取
り
組
み
を
本
町
に
も

生
か
せ
な
い
か
。

国
か
ら
町
に

も
通
達
が
届
い
て
い
る
。
事
業
者

か
ら
協
議
等
の
申
し
出
が
あ
れ

ば
、
制
度
に
則
り
対
応
し
て
い

く
。■

４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
課
題
解
決
へ
挑
み
続
け
た
4
年

　
間
。こ
れ
か
ら
も
凡
事
徹
底
取

　
り
組
み
ま
す
。

問

問

問

問

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

中東情勢の影響を受ける建設資材

金
城
町
長
は
町
民
の
声
を

ど
う
反
映
す
る
か

岡崎 晋　議員

答
　既
に
様
々
な
所
に
出
向
い
て
い
る

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
町
政
は
行
政
と
議
会
の
双
方
で

　
担
う
。私
は
こ
の
４
年
間
も
一
貫

　
し
た
町
民
目
線
を
決
し
て
忘
れ

　
な
か
っ
た
。

町
長
は
就
任
挨
拶
で
、
町
民

の
声
を
聞
き
、
対
話
を
大
切
に
し

た
町
政
を
推
進
す
る
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
ど
う
具
体
化
す
る
か
。

町
民
の
声
や
地
域
実
情

を
把
握
し
町
政
に
反
映
さ
せ
る
事

が
重
要
。
自
治
会
、
各
種
団
体
、

学
校
、
民
生
児
童
委
員
会
、
子
ど

も
若
者
、
子
育
て
世
代
、
高
齢

者
、
J
A
や
生
産
者
、
事
業
者
、

そ
の
他
、
様
々
な
声
を
き
く
た
め

に
既
に
積
極
的
に
出
向
い
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
10
年
間
の
第
６

次
総
合
計
画
に
新
町
長
の
思
い
は

十
分
に
反
映
さ
れ
る
か
。

十
分
に
反
映
さ
せ
る
。

こ
の
議
会
に
送
り
出
し
て
頂

い
た
私
は
常
に
町
民
目
線
で
質

問
・
意
見
・
提
案
し
て
き
た
。
後

を
託
せ
れ
ば
、
民
生
児
童
委
員
に

な
り
、老
人
会
等
で
も
地
域
や
町
民

の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
て
い
き
た
い
。

　
8
年
間
見
て
き
た
が
、
役
場
幹

部
は
組
織
を
守
る
事
に
汲
々
と
せ

ず
、
職
員
が
も
っ
と
大
ら
か
に
明

る
く
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

職
員
が
も
っ
と
元
気
よ
く

大
ら
か
に
働
け
る
環
境
を
つ
く
り

た
い
。町

長
を
補
佐
し
、
実
務
を
仕

切
る
新
垣
副
町
長
は
ど
う
か
。

町
民
の
声
を
幅
広
く
聞

く
の
は
大
基
本
で
あ
る
。
各
職
員

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

に
も
努
め
る
。

資
源
ご
み
集
団
回
収
の

報
償
金
を
引
上
げ
よ

各
家
庭
が
協
力
し
出
し
て
く

れ
る
も
の
を
地
域
の
諸
団
体
が
収

集
分
別
し
、
活
動
資
金
を
つ
く
る

こ
の
集
団
回
収
は
地
域
の
連
携
を

確
実
に
高
め
る
と
い
う
大
き
な
効

果
が
あ
る
。
こ
の
報
償
金
予
算
と

活
動
団
体
の
推
移
は
ど
う
か
。

予
算
額
は
10
年
前

99
万
円
、
5
年
前
81
万
円
、
本
年

度
は
17
万
円
。
登
録
団
体
数
は
約

80
、
活
動
し
た
の
は
10
年
前
43
、

問問

問問

問

5
年
前
23
、
昨
年
は
14
だ
っ
た
。

P
T
A
等
の
団
体
が
消
滅
し

て
い
く
中
、
こ
の
活
動
を
活
発
化

さ
せ
る
た
め
10
年
間
据
置
き
の
報

償
金
を
引
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

古
紙
・
ア
ル
ミ
缶
1
㎏

当
り
4
円
は
相
場
。
ご
み
減
量
資

源
化
が
目
的
で
あ
る
報
償
金
は
上

げ
な
い
。
集
団
回
収
活
動
が
地
域

活
性
化
の
大
き
な
有
効
手
段
と
い

う
議
員
と
は
見
解
が
違
う
。
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中東情勢の影響を
受ける事業者へ支援を
答　現状を国へ訴え、支援策を求める

青年会と少年野球が毎月交代で集団回収


